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「戦争による被害・加害と人間の感情」
野田正彰さん
（関西学院大学教授）
１２月９日　午後１時１５分～２時４５分

新町キャンパス臨光館２０１番教室（Ｒ２０１）
― 無料、事前申し込み不要 ―
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戦争被害とはなんだろうか。戦死、戦傷など外見に見えるものだけが被害なのではない。戦地から帰ってきた兵士は、見えない心の傷を負っている。
自ら犯した罪を、真正面から受け止めることができない者もいる。精神科医でもある、野田氏が、戦争被害の実情について語る。
＜講師紹介＞1944年、高知県生まれ。北海道大学医学部卒業。長浜赤十字病院精神科部長、神戸市外国語大学教授などを経て、2004年度より関西学院大学教授。専攻は比較文化精神医学。主な著書に『戦争と罪責』（岩波書店1998）、『陳真―戦争と平和の旅路』（岩波書店2004）、対論・野田正彰×浅野健一『日本のマスメディアと私たち』（晃洋書房2005）、『子どもが見ている背中』（岩波書店2006）、『虜囚の記憶』（みすず書房2009）、など。
問合せ　Tel：　075-251-3457

